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「
人
と
社
会
を
動
か
す
仕
組
み
を
つ
く
り
、
地
域
で
躍
動
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
」

経
営
学
部
は
、
こ
れ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
社
会
課
題
で
あ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
方
創
生
の
た
め

に
は
、
経
営
学
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
得
意
の
専
門
分
野
を
持
ち
、

果
敢
に
課
題
解
決
を
行
っ
て
い
く
人
材
が
必
要
で
す
。

本
学
部
に
着
任
し
て
6
年
。
産
官
学
連
携
活
動
や
地
元
自
治
体
の
審

議
会
等
へ
の
参
加
の
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
元
企
業
、
経
済
団

体
の
方
々
か
ら
聞
か
れ
る
最
大
の
課
題
は
「
人
材
確
保
」
で
す
。
若
い

人
材
を
雇
用
し
、
若
い
力
で
次
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
・
発
展
に
つ
な
げ

た
い
、
と
い
う
強
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

教
育
内
容
が
充
実
す
れ
ば
、
活
躍
の
範
囲
は
地
元
の
民
間
企
業
に
留

ま
り
ま
せ
ん
。
毎
年
、
本
学
部
の
卒
業
生
は
静
岡
地
域
を
中
心
に
多
様

な
業
種
・
業
態
の
優
良
企
業
か
ら
地
方
公
務
員
、
国
家
公
務
員
に
至
る

ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
部
で
は
4
つ
の
専
門
分
野
「
経
営
」
「
会
計
」

「
情
報
」
「
経
済
」
を
学
び
の
柱
と
し
、
理
論
と
実
践
の
両
輪
に
よ
っ

て
、
人
・
組
織
・
社
会
を
動
か
す
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

足
元
で
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
、
円
安
や
物
価
高
騰
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
は
未
だ

不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
官
民
問
わ

ず
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
革
新
で
新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
学
部
で
あ
っ
て

も
、
学
生
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
い
こ
な
し
、
情
報
・

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
客
観
的
な
意
思
決
定
を
行
い
、
新
た

な
仕
事
を
創
り
出
す
、
そ
ん
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
も
応
え
て
い
き
ま
す
。

本
学
部
に
は
静
岡
・
浜
松
2
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
各
地
域
と
連
携
し
、
学
生
と
教
員
が
地

域
か
ら
学
び
、
地
域
に
還
元
し
な
が
ら
実
践
力
を
養
成
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浜
松
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
毎
年
「
し
ず
お
か
高
校
生
探
究
学
習
発
表
大
会
」

を
開
催
し
、
静
岡
県
内
の
高
校
生
に
学
習
成
果
の
発
表
と

交
流
の
場
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
教
員
一
人
ひ
と
り
の
研
究
力
、
学
生
一
人
ひ

と
り
に
対
す
る
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
の

要
請
に
応
え
る
本
学
部
の
役
割
と
信
じ
て
、
教
員
一
同
、

日
々
研
鑽
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

特集 常葉大学経営学部

常葉大学

常葉大学短期大学部

常葉中高

橘中高

がんばる卒業生

菊川中高・リハビリ病院

橘小

とこは幼稚園

R４年度決算・
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★浜松キャンパス
ぬくもり工房と連携した遠州綿紬の普及活動：浜松副市長への報告

◆草薙キャンパス
NEXCO中日本との共同研究：
駿河湾沼津SAにおけるマナー
アップキャンペーンの実施



経営学部
■  経 営 学 科

経営学の領域は大変広く、企業戦略の策定から経営資源の管理、マーケティング活動にいたるまで、
あらゆる分野にわたります。基礎理論をしっかり学び、深い専門知識を身につけることによって、地域
の特性に応じたさまざまな経営課題を解決していく力を養います。

時代の要請に応え、地域で活躍できる
　　　　　　未来のビジネスリーダーを育成します県内最大規模の総合大学の強みを生かして、

                                        公務員・金融・企業など幅広い分野に就職！

４分野の体系的な学びを通して基礎理論を修得し、専門知識を強化します

徹底した「理論」 ⇌「実践」の繰り返しで、
　　　　　　　　　　　　実社会で求められる資質・実践力を育成します

経営
企業経営の

仕組みについて
深く理解する

会計
会計行為を

理論的体系に沿って
解明する

情報
経営活動に
利用される

情報システムを学ぶ

経済
経済理論を修得し

経済学を
深く探究する

その他その他7%
不動産・物品賃貸業不動産・物品賃貸業3%

公務員公務員6%

JA他JA他4%

運輸・
郵便業
運輸・
郵便業4%

25%
卸売・
小売業

8%サービス業サービス業サービス業サービス業

8%情報通信業情報通信業情報通信業情報通信業
製造業12%

16%
金融・
保険業

学術研究、
専門・技術
サービス業4%

3%
電気・ガス・
熱供給・水道
電気・ガス・
熱供給・水道

進路状況行政機関例 金融機関例  ※2022年度実績

（2023年4月現在）

就職率 95.7%

学生、教員ともに、産官学連携、PBL（課題解決型学習）によって、
　　人と社会を動かす仕組みを実践的に学びます。

草木染めの遠州織物を利用した商品開
発。浜松NHK大河ドラマ館で販売中

学生と企業のミスマッチをなくす「大学生
活すごろく」を作成。高校・大学に配布

簿記の技術や会計理論を使って、興味の
ある企業の経営活動を分析

㈱丸源竹内組にて、気候変動適応を目的とし
た環境ソリューションについて現地ヒアリング

富士市ワーケーションツアーの１日目「ビジネス
交流会」にて、学生コーナーを企画・運営

デジタルガジェットを組み合わせて経営
に役立つモノづくりを実践

浜松キャンパス

草薙キャンパス

名古屋国税局 伊豆市
厚生労働省 静岡労働局 長泉町
静岡県 森町役場
静岡市  静岡県警察(行政職)
富士市 静岡県警察
藤枝市 駿東伊豆消防組合
沼津市 山梨県(高校教員）
伊東市 

㈱静岡銀行
㈱清水銀行
㈱静岡中央銀行
㈱北陸銀行
浜松いわた信用金庫
しずおか焼津信用金庫
島田掛川信用金庫
静清信用金庫
富士信用金庫
富士宮信用金庫
三島信用金庫
沼津信用金庫
日本生命保険相互会社

第一生命保険㈱
明治安田生命保険相互会社
静銀ティーエム証券㈱
静銀ビジネスクリエイト㈱
静銀リース㈱
静岡東海証券（株）
アイザワ証券㈱
岡三証券㈱
豊証券㈱
全国共済農業協同組合連合会
ダイレクト・ワン㈱
㈱スマイルハートライフ

オープンキャンパス模擬授業（観光学）

静岡県オープンデータハッカソンへの参加。
浜松いわた信用金庫賞を受賞

静岡税務署にて税務署の役割、
国税専門官の仕事等のレクチャーを受講

理
論
実
践

常葉だより ( 2 )2023（令和5）年9月30日  第246号( 3 )



経営学部
■  経 営 学 科

経営学の領域は大変広く、企業戦略の策定から経営資源の管理、マーケティング活動にいたるまで、
あらゆる分野にわたります。基礎理論をしっかり学び、深い専門知識を身につけることによって、地域
の特性に応じたさまざまな経営課題を解決していく力を養います。

時代の要請に応え、地域で活躍できる
　　　　　　未来のビジネスリーダーを育成します県内最大規模の総合大学の強みを生かして、

                                        公務員・金融・企業など幅広い分野に就職！

４分野の体系的な学びを通して基礎理論を修得し、専門知識を強化します

徹底した「理論」 ⇌「実践」の繰り返しで、
　　　　　　　　　　　　実社会で求められる資質・実践力を育成します

経営
企業経営の

仕組みについて
深く理解する

会計
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情報システムを学ぶ
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経済理論を修得し

経済学を
深く探究する

その他その他7%
不動産・物品賃貸業不動産・物品賃貸業3%

公務員公務員6%

JA他JA他4%

運輸・
郵便業
運輸・
郵便業4%

25%
卸売・
小売業

8%サービス業サービス業サービス業サービス業

8%情報通信業情報通信業情報通信業情報通信業
製造業12%

16%
金融・
保険業

学術研究、
専門・技術
サービス業4%

3%
電気・ガス・
熱供給・水道
電気・ガス・
熱供給・水道

進路状況行政機関例 金融機関例  ※2022年度実績

（2023年4月現在）

就職率 95.7%

学生、教員ともに、産官学連携、PBL（課題解決型学習）によって、
　　人と社会を動かす仕組みを実践的に学びます。

草木染めの遠州織物を利用した商品開
発。浜松NHK大河ドラマ館で販売中

学生と企業のミスマッチをなくす「大学生
活すごろく」を作成。高校・大学に配布

簿記の技術や会計理論を使って、興味の
ある企業の経営活動を分析

㈱丸源竹内組にて、気候変動適応を目的とし
た環境ソリューションについて現地ヒアリング

富士市ワーケーションツアーの１日目「ビジネス
交流会」にて、学生コーナーを企画・運営

デジタルガジェットを組み合わせて経営
に役立つモノづくりを実践

浜松キャンパス

草薙キャンパス
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静岡県オープンデータハッカソンへの参加。
浜松いわた信用金庫賞を受賞
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理
論
実
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常葉大学短期大学部　常葉大学常葉大学

詳細は大学ホームページを
ご覧ください。

７
月
８
日
・
９
日
、
８
月
19
日
・
20
日
、

常
葉
大
学
・
常
葉
大
学
短
期
大
学
部
２
０
２

３
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
入
場
制
限
も
な
く
し
、
在
学
生
に

運
営
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
高
校
生
や
保
護
者
の
方

が
来
場
さ
れ
、
模
擬
授
業
や
個
別
相
談
会

等
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

常
葉
大
学
・
常
葉
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
開
か
れ
た
大
学

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
方
の
生
涯
学
習
機
会

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
各
学
部
・
学
科
の
専
門
性
を
活
か
し
た

公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は「
S
D
G
s
　
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
〜

W
ell-being

の
向
上
〜
」や「
人
生
1
0
0
年
時
代
の
教
養
を
深

め
る
」を
テ
ー
マ
に
、自
分
を
磨
き
、豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の

14
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
学
の
提
携
校
で
あ
る
ク
レ
イ
ト
ン
大
学
（
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ
市
）
か
ら
９
名

の
日
本
語
研
修
生
が
、
６
月
19
日
か
ら
約
１
か
月
間
、

静
岡
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
で
研
修
を
行
い
、
本
学
の
学

生
た
ち
と
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。
研
修
生
は
、
外
国

語
学
部
の
学
生
を
中
心
と
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
元
で
日
本
の
生
活
を
学
び
、
ま
た
、
様
々
な
学
部

の
学
生
に
よ
る
ス
タ
デ
ィ
バ
デ
ィ
（
学
習
補
助
学
生
）

と
一
緒
に
、
外
国
語
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
や
学
外
で
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
お
互
い
の
交

流
を
大
い
に
深
め
ま
し
た
。
静
岡
市
副
市
長
へ
の
表

敬
訪
問
や
着
物
体
験
、
久
能
山
東
照
宮
な
ど
を
巡
る

ツ
ア
ー
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
や
静
岡
の
文
化
や
歴

史
に
も
触
れ
ま
し
た
。最
終
日
に
は
、学
食「
グ
ラ
ン
・

テ
ー
ブ
ル
」
で
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

７
月
30
日
、
常
葉
大

学
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、
第
41
回
保
育

科
夏
期
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。「
自

然
・
か
ら
だ
・
原
体
験
・

乳
幼
児
期
の
感
受
と
表

出
」
を
テ
ー
マ
に
、
東

京
家
政
学
院
大
学
の
吉

永
早
苗
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
、
本
学
教
員

の
公
開
ダ
イ
ア
ロ
グ
、

参
加
者
ど
う
し
の
語
り

合
い
を
通
し
て
、
子
ど

も
の
表
現
の
理
解
を
深

め
る
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

６
月
22
日
、
日
本
を
代
表
す
る
音
楽
隊
で
あ
る

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
と
常
葉
大
学
短
期
大
学

部
音
楽
科
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
静
岡
音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
会
は
３
部
制
で
、
双
方

の
単
独
ス
テ
ー
ジ
の
後
、
合
同
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
、
音
楽
隊
の
高
い
技
術
や
表

現
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
素
晴
ら
し
い
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
演
奏
会
は
満
席
御
礼
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
の
ほ
か
、
航
空
自
衛
隊
音
楽
隊
で
活

躍
す
る
音
楽
科
卒
業
生
も
お
り
、
学
生
の
憧
れ
の

進
路
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
隊
の
皆
様
と
一

緒
に
演
奏
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
ま
た
一
つ
、
将
来
へ
の
夢
を
拡
げ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場
賜
り
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
４
日
、静
岡
市
大
浜
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た「
大

浜
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
浜
ゆ
き
」
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
H
O
P
E
の 

学
生
33
名
が
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
大
浜
海
岸
の
自
然
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
2
0
0
8
年
か
ら
市
民
有
志
で

企
画
・
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
学
生
た
ち
は

石
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
の
補
助
や
、
子
供
た

ち
が
放
つ
水
鉄
砲
の
的
役
な
ど
を
行
い
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
部
長
の
大
山
迅
さ
ん
（
法
学
部
２
年
）

は
「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
訪
れ
た
子
供
た
ち
だ
け
で

な
く
私
た
ち
も
大
い
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
奉
仕
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
が
、
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
、
同
じ
目
線
で
遊
ぶ

こ
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
な
が
る
と
感
じ
、
自
分
た

ち
の
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
も
感

謝
の
気
持
ち
と
自
分
た
ち
へ
の
誇
り
を
胸
に
、
活
動
を

頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

５
月
24
日
、
経
営
学
部
村
瀬
慶
紀
ゼ
ミ
の
３
年
生
が
、
浜
松
市
中
心
街

の
12
店
舗
と
７
つ
の
徳
川
家
康
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
し
た
地
図
「
浜
松
ま

ち
な
か
ど
す
ご
い
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
を
制
作
し
ま

し
た
。
昨
年
11
月
か

ら
学
生
が
店
舗
を
厳

選
し
、
取
材
を
進
め
、

原
稿
や
写
真
を
添
え

ま
し
た
。
Q
R
コ
ー

ド
で
店
舗
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
を
通
じ
て
、

常
に
最
新
の
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

６
月
９
日
、
浜
松
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
と
教
職
員
24
名
が

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
ホ
ー
ム
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
ヤ
マ
ハ
ス
タ
ジ
ア
ム

を
訪
問
し
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
組
織
や
運
営
、
地
域
貢

献
活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ダ
イ
レ
ク

タ
ー
補
佐
の
岡
田
隆
氏
か
ら
お

話
を
伺
っ
た
後
、
ス
タ
ジ
ア
ム

内
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
学
生
は
「
組
織
の
深
い
と
こ

ろ
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

よ
り
一
層
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
興
味
が
湧
い
た
」
と
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

６
月
16
日
、
台
風
２
号
の
被
害
に
あ
っ
た
浜
松
市
北
区
で
、
健
康
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
学
部
の
学
生
２
名
と
社
会
環
境
学
部
の
学
生
１
名
が
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
こ
の
地
区
の
一
部
で
は
台
風

に
よ
っ
て
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
断
水
や
一
部
区
間
の
通
行
止
め
な
ど

大
き
な
被
害
に
遭

い
ま
し
た
。
こ
の

日
学
生
た
ち
は
、

家
屋
ま
で
流
れ
込

ん
だ
土
砂
を
か
き

出
し
、
一
輪
車
に

積
み
、
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
運

び
入
れ
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

静
岡
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス

「
お
お
は
ま
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
浜
ゆ
き
」の
運
営
に
参
加

７
月
11
日
・
13
日
、
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
学
友

会
主
催
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
100

人
以
上
の
学
生
が
参
加
し
て
と
て
も
賑
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。

射
的
や
輪
投
げ
、
落
書
き
せ
ん
べ
い
な
ど
夏
祭
り

ら
し
い
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。
特
に
、
り
ん
ご
飴

が
大
人
気
で
、
飴
を
片
手
に
祭
り
を
楽
し
む
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

た
ビ
ン
ゴ
や
〇×

ク
イ
ズ
で
は
、
豪
華
賞
品
を
か
け

て
参
加
者
も
観
戦
者
も
白
熱
し
ま
し
た
。

企
画
運
営
を
行
っ
た
学
友
会
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
向
け
て
６
月
か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
が
、
新

た
に
加
入
し
た
１
年
生
と
も
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
、
円
滑
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

静
岡
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス

学
友
会
イ
ベ
ン
ト「
夏
祭
り
」開
催

経
営
学
部

「
Ｚ
世
代
が
推
す
」浜
松
ま
ち
な
か
ど
す
ご
い
Ｍ
Ａ
Ｐ
制
作

「
Ｚ
世
代
が
推
す
」浜
松
ま
ち
な
か
ど
す
ご
い
Ｍ
Ａ
Ｐ
制
作

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

浜
松
市
北
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

浜
松
市
北
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

大
学
・
短
期
大
学
部

2
0
2
3
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

外
国
語
学
部

ク
レ
イ
ト
ン
大
学
と
の
国
際
交
流

大
学
・
短
期
大
学
部

公
開
講
座
の
ご
案
内

短
期
大
学
部

　保
育
科

保
育
科
夏
期
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

保
育
科
夏
期
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

短
期
大
学
部

　音
楽
科

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
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詳細は大学ホームページを
ご覧ください。

７
月
８
日
・
９
日
、
８
月
19
日
・
20
日
、

常
葉
大
学
・
常
葉
大
学
短
期
大
学
部
２
０
２

３
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
は
入
場
制
限
も
な
く
し
、
在
学
生
に

運
営
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
高
校
生
や
保
護
者
の
方

が
来
場
さ
れ
、
模
擬
授
業
や
個
別
相
談
会

等
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

常
葉
大
学
・
常
葉
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
開
か
れ
た
大
学

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
方
の
生
涯
学
習
機
会

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
各
学
部
・
学
科
の
専
門
性
を
活
か
し
た

公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は「
S
D
G
s
　
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
〜

W
ell-being

の
向
上
〜
」や「
人
生
1
0
0
年
時
代
の
教
養
を
深

め
る
」を
テ
ー
マ
に
、自
分
を
磨
き
、豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の

14
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
学
の
提
携
校
で
あ
る
ク
レ
イ
ト
ン
大
学
（
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ
市
）
か
ら
９
名

の
日
本
語
研
修
生
が
、
６
月
19
日
か
ら
約
１
か
月
間
、

静
岡
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
で
研
修
を
行
い
、
本
学
の
学

生
た
ち
と
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。
研
修
生
は
、
外
国

語
学
部
の
学
生
を
中
心
と
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
元
で
日
本
の
生
活
を
学
び
、
ま
た
、
様
々
な
学
部

の
学
生
に
よ
る
ス
タ
デ
ィ
バ
デ
ィ
（
学
習
補
助
学
生
）

と
一
緒
に
、
外
国
語
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
や
学
外
で
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
お
互
い
の
交

流
を
大
い
に
深
め
ま
し
た
。
静
岡
市
副
市
長
へ
の
表

敬
訪
問
や
着
物
体
験
、
久
能
山
東
照
宮
な
ど
を
巡
る

ツ
ア
ー
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
や
静
岡
の
文
化
や
歴

史
に
も
触
れ
ま
し
た
。最
終
日
に
は
、学
食「
グ
ラ
ン
・

テ
ー
ブ
ル
」
で
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

７
月
30
日
、
常
葉
大

学
草
薙
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、
第
41
回
保
育

科
夏
期
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。「
自

然
・
か
ら
だ
・
原
体
験
・

乳
幼
児
期
の
感
受
と
表

出
」
を
テ
ー
マ
に
、
東

京
家
政
学
院
大
学
の
吉

永
早
苗
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
、
本
学
教
員

の
公
開
ダ
イ
ア
ロ
グ
、

参
加
者
ど
う
し
の
語
り

合
い
を
通
し
て
、
子
ど

も
の
表
現
の
理
解
を
深

め
る
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

６
月
22
日
、
日
本
を
代
表
す
る
音
楽
隊
で
あ
る

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
と
常
葉
大
学
短
期
大
学

部
音
楽
科
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
静
岡
音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
会
は
３
部
制
で
、
双
方

の
単
独
ス
テ
ー
ジ
の
後
、
合
同
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
、
音
楽
隊
の
高
い
技
術
や
表

現
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
素
晴
ら
し
い
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
演
奏
会
は
満
席
御
礼
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
の
ほ
か
、
航
空
自
衛
隊
音
楽
隊
で
活

躍
す
る
音
楽
科
卒
業
生
も
お
り
、
学
生
の
憧
れ
の

進
路
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
隊
の
皆
様
と
一

緒
に
演
奏
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
ま
た
一
つ
、
将
来
へ
の
夢
を
拡
げ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場
賜
り
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

６
月
４
日
、静
岡
市
大
浜
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た「
大

浜
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
浜
ゆ
き
」
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
H
O
P
E
の 

学
生
33
名
が
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
大
浜
海
岸
の
自
然
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
2
0
0
8
年
か
ら
市
民
有
志
で

企
画
・
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
学
生
た
ち
は

石
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
の
補
助
や
、
子
供
た

ち
が
放
つ
水
鉄
砲
の
的
役
な
ど
を
行
い
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
部
長
の
大
山
迅
さ
ん
（
法
学
部
２
年
）

は
「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
訪
れ
た
子
供
た
ち
だ
け
で

な
く
私
た
ち
も
大
い
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
奉
仕
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
し
た
が
、
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
、
同
じ
目
線
で
遊
ぶ

こ
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
な
が
る
と
感
じ
、
自
分
た

ち
の
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
も
感

謝
の
気
持
ち
と
自
分
た
ち
へ
の
誇
り
を
胸
に
、
活
動
を

頑
張
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

５
月
24
日
、
経
営
学
部
村
瀬
慶
紀
ゼ
ミ
の
３
年
生
が
、
浜
松
市
中
心
街

の
12
店
舗
と
７
つ
の
徳
川
家
康
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
し
た
地
図
「
浜
松
ま

ち
な
か
ど
す
ご
い
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
を
制
作
し
ま

し
た
。
昨
年
11
月
か

ら
学
生
が
店
舗
を
厳

選
し
、
取
材
を
進
め
、

原
稿
や
写
真
を
添
え

ま
し
た
。
Q
R
コ
ー

ド
で
店
舗
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
を
通
じ
て
、

常
に
最
新
の
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

６
月
９
日
、
浜
松
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
と
教
職
員
24
名
が

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
ホ
ー
ム
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
ヤ
マ
ハ
ス
タ
ジ
ア
ム

を
訪
問
し
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
組
織
や
運
営
、
地
域
貢

献
活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ダ
イ
レ
ク

タ
ー
補
佐
の
岡
田
隆
氏
か
ら
お

話
を
伺
っ
た
後
、
ス
タ
ジ
ア
ム

内
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
学
生
は
「
組
織
の
深
い
と
こ

ろ
ま
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

よ
り
一
層
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
興
味
が
湧
い
た
」
と
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

６
月
16
日
、
台
風
２
号
の
被
害
に
あ
っ
た
浜
松
市
北
区
で
、
健
康
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
学
部
の
学
生
２
名
と
社
会
環
境
学
部
の
学
生
１
名
が
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
こ
の
地
区
の
一
部
で
は
台
風

に
よ
っ
て
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
断
水
や
一
部
区
間
の
通
行
止
め
な
ど

大
き
な
被
害
に
遭

い
ま
し
た
。
こ
の

日
学
生
た
ち
は
、

家
屋
ま
で
流
れ
込

ん
だ
土
砂
を
か
き

出
し
、
一
輪
車
に

積
み
、
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
運

び
入
れ
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

静
岡
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス

「
お
お
は
ま
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
3
浜
ゆ
き
」の
運
営
に
参
加

７
月
11
日
・
13
日
、
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
学
友

会
主
催
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
100

人
以
上
の
学
生
が
参
加
し
て
と
て
も
賑
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。

射
的
や
輪
投
げ
、
落
書
き
せ
ん
べ
い
な
ど
夏
祭
り

ら
し
い
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。
特
に
、
り
ん
ご
飴

が
大
人
気
で
、
飴
を
片
手
に
祭
り
を
楽
し
む
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

た
ビ
ン
ゴ
や
〇×

ク
イ
ズ
で
は
、
豪
華
賞
品
を
か
け

て
参
加
者
も
観
戦
者
も
白
熱
し
ま
し
た
。

企
画
運
営
を
行
っ
た
学
友
会
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
向
け
て
６
月
か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
が
、
新

た
に
加
入
し
た
１
年
生
と
も
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
、
円
滑
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

静
岡
水
落
キ
ャ
ン
パ
ス

学
友
会
イ
ベ
ン
ト「
夏
祭
り
」開
催

経
営
学
部

「
Ｚ
世
代
が
推
す
」浜
松
ま
ち
な
か
ど
す
ご
い
Ｍ
Ａ
Ｐ
制
作

「
Ｚ
世
代
が
推
す
」浜
松
ま
ち
な
か
ど
す
ご
い
Ｍ
Ａ
Ｐ
制
作

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

浜
松
市
北
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

浜
松
市
北
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

大
学
・
短
期
大
学
部

2
0
2
3
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

外
国
語
学
部

ク
レ
イ
ト
ン
大
学
と
の
国
際
交
流

大
学
・
短
期
大
学
部

公
開
講
座
の
ご
案
内

短
期
大
学
部

　保
育
科

保
育
科
夏
期
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

保
育
科
夏
期
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

短
期
大
学
部

　音
楽
科

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
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常葉大学附属常葉中学校・高等学校常葉大学附属橘中学校・高等学校
６
月
８
日
に
創
立
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
式

典
で
は
木
宮
暁
子
校
長
が
常
葉
の
起
源
、
ピ
ア
ノ
購
入

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
創
立
者
の
想
い
を
話
し
ま
し

た
。「
常
葉
」
で
学
ぶ
者
と
し
て
創
立
者
の
想
い
を
共

有
し
、
常
葉
生
と
し
て
『
よ
り
高
き
を
目
指
し
て
』
日
々

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
、
生
徒
た
ち
は
気
持
ち
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
伊
藤
薫
平
さ
ん
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
大
丈
夫
、
絶
対
う
ま
く
い
く
」
そ
の
言
葉

を
胸
に
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と

生
徒
た
ち
に
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

創
立
記
念
式
典
・
記
念
講
演

常
葉
中
学

修
学
旅
行

常
葉
中
学
・
高
校

バ
ス
遠
足

５
月
23
日
か
ら
26
日
に
３
年
生
の

修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
岐

阜
高
山
、白
川
郷
、金
沢
、黒
部
ダ
ム
、

松
本
城
、
諏
訪
大
社
な
ど
を
巡
る
旅

は
大
興
奮
の
連
続
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
も
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
中
、
ど
の

訪
問
先
も
海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
多

く
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
和

菓
子
作
り
体
験
、
城
下
町
の
風
情
豊

か
に
残
る
金
沢
の
町
並
み
、
圧
巻
の

景
色
だ
っ
た
黒
部
ダ
ム
な
ど
を
写
真

に
収
め
た
り
、
ご
当
地
で
し
か
味
わ

え
な
い
料
理
を
食
べ
た
り
し
ま
し

た
。
静
岡
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
い
充
実
し
た
４
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

５
月
26
日
に
バ
ス
遠
足
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ク
ラ
ス
の
垣

根
を
越
え
て
学
年
全
体
で
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

生
徒
た
ち
が
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
新
し

い
仲
間
と
新
し
い
環
境
で
、
こ
れ
か

ら
送
る
学
校
生
活
が
楽
し
い
も
の
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

６
月
９
日
・
10
日
に
尚
志
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
日
に
は
舞
台
橘
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
有
志
生
徒
や
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
高
校
３
年
生
の
ク
ラ
ス

に
よ
る
発
表
、
ク
ラ
ス
T
シ
ャ
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施
さ
れ
大
盛
り
上
が
り
。

10
日
の
一
般
公
開
に
は
、
入
場
制
限
を
か
け
な
が
ら
も
多
く
の
方
に
ご
来
校
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
般
公
開
で
は
４
年
ぶ
り
に
食
品
販
売
が
復
活
。
高

校
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
ク
レ
ー
プ
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
を
販
売
し
、
多
く

の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
生
徒
た
ち
も
そ
の
笑
顔
を
見
て

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
学
や
高
校
時
代
に
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
き
た
生
徒
た
ち
。
そ
の

強
い
思
い
が
今
回
の
尚
志
祭
を
盛
り
上
げ
、
活
気
づ
け
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は「
桜
花
爛
漫
〜
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
〜
」。ま
さ
に
今
し
か
で
き
な
い
、

橘
の
青
春
が
詰
ま
っ
た
2
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
８
日
、
橘
高
校
は
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、

現
在
、
映
画
や
舞
台
で
大
活
躍
の
加
藤
諒
さ
ん
（
H
19
年
度
卒
）
に
お
越
し

い
た
だ
き
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
在
学
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

進
路
に
対
す
る
考
え
方
を
た
っ
ぷ
り
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
3
年
間
担

任
で
あ
っ
た
岩
堀
教
諭
も
登
場
。
在
学
当
時
か
ら
諒
さ
ん
に
光
る
も
の
を
感

じ
て
い
た
と
い
う
岩
堀
教
諭
と
の
ト
ー
ク
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
夢
を
叶
え

る
た
め
の
方
法
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
最
初
か
ら

最
後
ま
で
テ
レ
ビ
な
ど
で

見
せ
る
、
明
る
く
コ
ミ
カ

ル
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
会

場
を
沸
か
せ
て
く
れ
た
加

藤
諒
さ
ん
。
そ
の
姿
か
ら

言
葉
以
上
に
「
自
分
を
信

じ
て
、
自
分
を
貫
く
」
と

い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

感
じ
ま
し
た
。
先
輩
か
ら

受
け
取
っ
た
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
切
に
、
こ
れ

か
ら
も
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

６
月
17
日
、橘
高
校
創
立
60
周
年
記
念
同
窓
会
企
画
と
し
て
、
静
岡
市
民

文
化
会
館
に
タ
レ
ン
ト
の
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。「
命
」
の
授
業
と
題
し
、
全
国
各
地
で
漢
字
に
ま
つ
わ
る
熱
い
お

話
を
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
。
お
笑
い
芸
人
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
、
元
気
の
出
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

60
周
年
の
お
祝
い
と
い
う
こ
と
で
「
祝
」
の
字
を
本
校
生
徒
と
舞
台
上

で
表
現
す
る
一
幕
か
ら
は
じ
ま
り
、「
常
葉
」の
「
葉
」
の
持
つ
意
味
や
、
あ

の
有
名
な
「
命
」
の
ギ
ャ
グ
も
。
こ
の
講
演
で
感
じ
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
を
も
っ
て
、
橘
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

橘
中
学
・
高
校

尚
志
祭

尚
志
祭

橘
中
学
・
高
校

加
藤
諒
さ
ん
来
校

加
藤
諒
さ
ん
来
校

ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
講
演
会

ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
講
演
会

60
周
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６
月
３
日
、
常
葉
中
高
に
お
い
て

中
高
合
同
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
悪
天
候
が
続
き
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
職
員
や
生
徒
は
勿

論
、
保
護
者
の
方
に
も
協
力
い
た
だ

い
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
３
年
ぶ
り
に
飲
食
の
販
売
・
生

徒
家
族
、卒
業
生
の
入
場
を
解
禁
し
、

学
校
全
体
で
い
つ
も
以
上
に
活
気
づ

い
た
日
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
７
日
に
は
静
岡
市
民

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
中
高

合
同
の
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
文
化
部
が
こ
の
日
の
た
め
に

入
念
な
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

中
学
生
と
高
校
生
が
一緒
に
な
っ
て
発

表
・
観
覧
し
、
保
護
者
の
方
の
入
場

も
解
禁
し
て
コ
ロ
ナ
以
前
の
光
景
が

少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
て
い
る
様
子
に

生
徒
た
ち
は
安
堵
し
つ
つ
、
と
て
も

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

文
化
祭
・
芸
術
祭

４
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
、

新
入
生
ゼ
ミ
を
実
施
し
ま
し

た
。
１
日
目
は
常
葉
高
校
に
て

木
宮
暁
子
校
長
か
ら
建
学
の
精

神
、
常
葉
の
歴
史
に
つ
い
て
学

び
、
２
日
目
は
創
立
者
木
宮
泰

彦
先
生
の
育
っ
た
浜
松
龍
雲
寺

に
て
ご
住
職
か
ら
学
校
生
活
に

役
立
つ
貴
重
な
話
を
頂
き
ま
し

た
。
皆
熱
心
に
学
び
、
学
友
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

新
入
生
ゼ
ミ

在学中に得たこと
　高校在学中に行事や部活動など、仲間とともに沢山の経験を積む
ことができました。橘高校はチャレンジしようと思えば様々な経験
ができる環境が整っています。私は柔道部の主将を務めました。チー
ムをまとめる大変さや、チームで勝つ喜びなど、他では得ることの
できない経験をさせていただいたと感じています。また、ものづく
り分野に興味を持ったこともあり、そんな経験を生かして仕事がし
たいと考えていました。

仕事の内容、やりがい
　庭の設計、施工、樹木の管理を主に行っています。
　お客様が満足してくれるようなお庭を設計できた時に、とても喜

がんばる卒業生
常葉大学附属橘高校
普通科総合進学コース

平成28年度（第52期生）卒業

有限会社　旭華園

飯塚 歩咲 さん

んでくれているお客様の姿を見るととてもやりがいを感じます。
　また、長年庭の管理を依頼してくれているお客様がいるからこそ、
庭師という職業が成り立っていることを実感しています。私たちの
剪定技術や植物の管理技術を認めてくださっていることに日々感謝
しかありません。

今後の抱負
　自分と関わっていく沢山の人達に、新たな価値観を与えられる人
になるために、庭に限らず、環境という分野において幅広く様々な
ものづくりに関わり、常に新しいことをインプットしていくことで
す。たとえば、高校の部活動で柔道部に所属していたため、柔道を
教えるということにも挑戦したいと思っています。日本に限らず、
途上国と言われているような国で、柔道を通して、沢山の人たちに
夢を持つことができる環境を作ってあげたいです。

後輩へのメッセージ
　高校生になると、自分と向き合う時間が沢山生まれます。
　高校生のうちにしかできないことはたくさんあります。やらな
かった後悔よりもやってみて後悔するほうが自分の経験値は格段に
上がると思っています。
　行動した先に何が待っているのか確かめるために、何事にも勇気
を振り絞ってみてください。
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常葉大学附属常葉中学校・高等学校常葉大学附属橘中学校・高等学校
６
月
８
日
に
創
立
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
式

典
で
は
木
宮
暁
子
校
長
が
常
葉
の
起
源
、
ピ
ア
ノ
購
入

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
創
立
者
の
想
い
を
話
し
ま
し

た
。「
常
葉
」
で
学
ぶ
者
と
し
て
創
立
者
の
想
い
を
共

有
し
、
常
葉
生
と
し
て
『
よ
り
高
き
を
目
指
し
て
』
日
々

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
、
生
徒
た
ち
は
気
持
ち
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
伊
藤
薫
平
さ
ん
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
大
丈
夫
、
絶
対
う
ま
く
い
く
」
そ
の
言
葉

を
胸
に
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と

生
徒
た
ち
に
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

創
立
記
念
式
典
・
記
念
講
演

常
葉
中
学

修
学
旅
行

常
葉
中
学
・
高
校

バ
ス
遠
足

５
月
23
日
か
ら
26
日
に
３
年
生
の

修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
岐

阜
高
山
、白
川
郷
、金
沢
、黒
部
ダ
ム
、

松
本
城
、
諏
訪
大
社
な
ど
を
巡
る
旅

は
大
興
奮
の
連
続
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
も
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
中
、
ど
の

訪
問
先
も
海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
多

く
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
和

菓
子
作
り
体
験
、
城
下
町
の
風
情
豊

か
に
残
る
金
沢
の
町
並
み
、
圧
巻
の

景
色
だ
っ
た
黒
部
ダ
ム
な
ど
を
写
真

に
収
め
た
り
、
ご
当
地
で
し
か
味
わ

え
な
い
料
理
を
食
べ
た
り
し
ま
し

た
。
静
岡
で
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
い
充
実
し
た
４
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

５
月
26
日
に
バ
ス
遠
足
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ク
ラ
ス
の
垣

根
を
越
え
て
学
年
全
体
で
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

生
徒
た
ち
が
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
新
し

い
仲
間
と
新
し
い
環
境
で
、
こ
れ
か

ら
送
る
学
校
生
活
が
楽
し
い
も
の
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

６
月
９
日
・
10
日
に
尚
志
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
日
に
は
舞
台
橘
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
有
志
生
徒
や
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
高
校
３
年
生
の
ク
ラ
ス

に
よ
る
発
表
、
ク
ラ
ス
T
シ
ャ
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施
さ
れ
大
盛
り
上
が
り
。

10
日
の
一
般
公
開
に
は
、
入
場
制
限
を
か
け
な
が
ら
も
多
く
の
方
に
ご
来
校
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
般
公
開
で
は
４
年
ぶ
り
に
食
品
販
売
が
復
活
。
高

校
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
ク
レ
ー
プ
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
を
販
売
し
、
多
く

の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
生
徒
た
ち
も
そ
の
笑
顔
を
見
て

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
学
や
高
校
時
代
に
我
慢
を
強
い
ら
れ
て
き
た
生
徒
た
ち
。
そ
の

強
い
思
い
が
今
回
の
尚
志
祭
を
盛
り
上
げ
、
活
気
づ
け
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は「
桜
花
爛
漫
〜
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
〜
」。ま
さ
に
今
し
か
で
き
な
い
、

橘
の
青
春
が
詰
ま
っ
た
2
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
８
日
、
橘
高
校
は
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、

現
在
、
映
画
や
舞
台
で
大
活
躍
の
加
藤
諒
さ
ん
（
H
19
年
度
卒
）
に
お
越
し

い
た
だ
き
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
在
学
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

進
路
に
対
す
る
考
え
方
を
た
っ
ぷ
り
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
3
年
間
担

任
で
あ
っ
た
岩
堀
教
諭
も
登
場
。
在
学
当
時
か
ら
諒
さ
ん
に
光
る
も
の
を
感

じ
て
い
た
と
い
う
岩
堀
教
諭
と
の
ト
ー
ク
の
中
で
、
生
徒
た
ち
は
夢
を
叶
え

る
た
め
の
方
法
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
最
初
か
ら

最
後
ま
で
テ
レ
ビ
な
ど
で

見
せ
る
、
明
る
く
コ
ミ
カ

ル
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
会

場
を
沸
か
せ
て
く
れ
た
加

藤
諒
さ
ん
。
そ
の
姿
か
ら

言
葉
以
上
に
「
自
分
を
信

じ
て
、
自
分
を
貫
く
」
と

い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

感
じ
ま
し
た
。
先
輩
か
ら

受
け
取
っ
た
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
切
に
、
こ
れ

か
ら
も
歩
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

６
月
17
日
、橘
高
校
創
立
60
周
年
記
念
同
窓
会
企
画
と
し
て
、
静
岡
市
民

文
化
会
館
に
タ
レ
ン
ト
の
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。「
命
」
の
授
業
と
題
し
、
全
国
各
地
で
漢
字
に
ま
つ
わ
る
熱
い
お

話
を
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
。
お
笑
い
芸
人
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
、
元
気
の
出
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

60
周
年
の
お
祝
い
と
い
う
こ
と
で
「
祝
」
の
字
を
本
校
生
徒
と
舞
台
上

で
表
現
す
る
一
幕
か
ら
は
じ
ま
り
、「
常
葉
」の
「
葉
」
の
持
つ
意
味
や
、
あ

の
有
名
な
「
命
」
の
ギ
ャ
グ
も
。
こ
の
講
演
で
感
じ
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
を
も
っ
て
、
橘
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

橘
中
学
・
高
校

尚
志
祭

尚
志
祭

橘
中
学
・
高
校

加
藤
諒
さ
ん
来
校

加
藤
諒
さ
ん
来
校

ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
講
演
会

ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
講
演
会

60
周
年
記
念
講
演

橘
中
学
・
高
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

６
月
３
日
、
常
葉
中
高
に
お
い
て

中
高
合
同
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
悪
天
候
が
続
き
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
職
員
や
生
徒
は
勿

論
、
保
護
者
の
方
に
も
協
力
い
た
だ

い
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
３
年
ぶ
り
に
飲
食
の
販
売
・
生

徒
家
族
、卒
業
生
の
入
場
を
解
禁
し
、

学
校
全
体
で
い
つ
も
以
上
に
活
気
づ

い
た
日
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
７
日
に
は
静
岡
市
民

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
中
高

合
同
の
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
文
化
部
が
こ
の
日
の
た
め
に

入
念
な
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

中
学
生
と
高
校
生
が
一緒
に
な
っ
て
発

表
・
観
覧
し
、
保
護
者
の
方
の
入
場

も
解
禁
し
て
コ
ロ
ナ
以
前
の
光
景
が

少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
て
い
る
様
子
に

生
徒
た
ち
は
安
堵
し
つ
つ
、
と
て
も

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

文
化
祭
・
芸
術
祭

４
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
、

新
入
生
ゼ
ミ
を
実
施
し
ま
し

た
。
１
日
目
は
常
葉
高
校
に
て

木
宮
暁
子
校
長
か
ら
建
学
の
精

神
、
常
葉
の
歴
史
に
つ
い
て
学

び
、
２
日
目
は
創
立
者
木
宮
泰

彦
先
生
の
育
っ
た
浜
松
龍
雲
寺

に
て
ご
住
職
か
ら
学
校
生
活
に

役
立
つ
貴
重
な
話
を
頂
き
ま
し

た
。
皆
熱
心
に
学
び
、
学
友
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

常
葉
中
学
・
高
校

新
入
生
ゼ
ミ

在学中に得たこと
　高校在学中に行事や部活動など、仲間とともに沢山の経験を積む
ことができました。橘高校はチャレンジしようと思えば様々な経験
ができる環境が整っています。私は柔道部の主将を務めました。チー
ムをまとめる大変さや、チームで勝つ喜びなど、他では得ることの
できない経験をさせていただいたと感じています。また、ものづく
り分野に興味を持ったこともあり、そんな経験を生かして仕事がし
たいと考えていました。

仕事の内容、やりがい
　庭の設計、施工、樹木の管理を主に行っています。
　お客様が満足してくれるようなお庭を設計できた時に、とても喜

がんばる卒業生
常葉大学附属橘高校
普通科総合進学コース

平成28年度（第52期生）卒業

有限会社　旭華園

飯塚 歩咲 さん

んでくれているお客様の姿を見るととてもやりがいを感じます。
　また、長年庭の管理を依頼してくれているお客様がいるからこそ、
庭師という職業が成り立っていることを実感しています。私たちの
剪定技術や植物の管理技術を認めてくださっていることに日々感謝
しかありません。

今後の抱負
　自分と関わっていく沢山の人達に、新たな価値観を与えられる人
になるために、庭に限らず、環境という分野において幅広く様々な
ものづくりに関わり、常に新しいことをインプットしていくことで
す。たとえば、高校の部活動で柔道部に所属していたため、柔道を
教えるということにも挑戦したいと思っています。日本に限らず、
途上国と言われているような国で、柔道を通して、沢山の人たちに
夢を持つことができる環境を作ってあげたいです。

後輩へのメッセージ
　高校生になると、自分と向き合う時間が沢山生まれます。
　高校生のうちにしかできないことはたくさんあります。やらな
かった後悔よりもやってみて後悔するほうが自分の経験値は格段に
上がると思っています。
　行動した先に何が待っているのか確かめるために、何事にも勇気
を振り絞ってみてください。



橘
小

た
く
さ
ん
成
長
し
た
宿
泊
体
験

橘
小

島
田
で
の
川
遊
び

橘
小

英
語
学
習
の
集
大
成

（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
）

　
３
年
生
は
、
６
月
30
日
か
ら
１
泊
２
日
で

桃
沢
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
初
め
て
の
宿
泊

体
験
で
し
た
。
川
遊
び
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
４
年
生
は
、
６
月
８
日
か
ら
１
泊
２
日
で

焼
津
臨
海
学
校
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
宝
探

し
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
リ
ー
な
ど
の
体
験
を
し

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
海
洋
活
動
の

カ
ヌ
ー
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
年
生
は
、
６
月
15
日
か
ら
２
泊
３
日

で
井
川
林
間
学
校
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

テ
ン
ト
を
設
営
し
て
泊
ま
っ
た
り
、
カ

レ
ー
作
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
し
た
り

し
て
、
多
く
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ど
の
学
年
も
、
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
、
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

宿
泊
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
23
日
に
１
年
生
が
、
６
月
29
日
に
２
年
生

が
「
島
田
山
の
家
」
の
そ
ば
を
流
れ
る
伊
久
美
川
で

川
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１
年
生
は
、
今
回
が
初
め
て
の
校
外
活
動
で
し
た
。

川
の
生
き
物
を
探
し
た
り
、
水
鉄
砲
で
友
だ
ち
や
先

生
と
水
を
か
け
あ
っ
て
遊
ん
だ
り
、
お
土
産
の
石
を

探
し
た
り
し
ま
し
た
。
友
だ
ち
と
楽
し
く
、
全
身
で

川
遊
び
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
生
は
、
ま
さ
に
川
遊
び
日
和
の
暑
い
日
に
出

か
け
ま
し
た
。
流
れ
る
プ
ー
ル
の
よ
う
に
川
の
流
れ

に
身
を
任
せ
て
泳
い
だ
り
、
ヤ
マ
メ
を
つ
か
ま
え
た

り
し
て
、
た
く
さ
ん
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
塩
焼
き
し
た
ヤ
マ
メ
は
、
こ
ん
が
り
と
し

た
皮
目
が
こ
う
ば
し
く
、お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
の
様
子
は
こ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

７
月
５
日
か
ら
２
泊
３
日
で
、
６
年
生
が
福
島
県
に
あ

る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
英
語
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

英
国
を
再
現
し
た
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
は
、
ま
さ
に
ハ

リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
ホ
グ
ワ
ー
ツ
魔
法
学
校
の
よ
う
で
し
た
。

ス
コ
ー
ン
作
り
や
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

飾
り
文
字
）
な
ど
の
体
験
を
英
語
で
楽
し
ん
だ
り
、
本
格
的

な
英
国
調
パ
ブ
で
パ
ブ
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
し
ま

し
た
。
授
業
以
外
で
も
積
極
的
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
会

話
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
学
び
の
多
い
３
日
間
と
な

り
ま
し
た
。１
年
生
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
英
語
力
を
試
し
、

さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

６
月
10
日
、
菊
陵
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨

年
、
昨
年
と
生
徒
の
み
で

の
開
催
で
し
た
が
、
今
年

は
制
限
が
大
幅
に
緩
和
さ

れ
、
一
般
の
方
々
に
も
来

校
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
の

展
示
だ
け
で
な
く
模
擬

店
も
復
活
し
、
文
化
部

の
集
大
成
と
し
て
の
発

表
も
あ
り
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

６
月
20
日
、
小
笠
地
区
中
体
連
の
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場

す
る
選
手
へ
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
菊
川
中
学
か
ら
大

会
に
出
場
す
る
の
は
、
軟
式
野
球
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
陸
上
競
技
部
、
剣
道
部
、
空
手
道
部

で
す
。
各
部

活
動
の
部
長

が
そ
れ
ぞ
れ

大
会
に
向
け

て
抱
負
や
決

意
を
力
強
く

発
表
し
ま
し

た
。
最
後
に
、

生
徒
会
の
メ

ン
バ
ー
と
在

校
生
か
ら
全

力
の
応
援
を

送
り
、
大
会

で
の
健
闘
を

願
い
ま
し
た
。

菊
川
中
学

壮
行
会

６
月
４
日
、
菊
川

中
高
吹
奏
楽
部
の
第

42
回
定
期
演
奏
会

が
、
菊
川
文
化
会
館

ア
エ
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

制
限
も
大
き
く
緩
和

さ
れ
、
一
般
の
お
客

様
に
も
聴
い
て
も
ら

え
ま
し
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
で

聴
衆
を
感
動
さ
せ
た

後
、
ポ
ッ
プ
ス
ス

テ
ー
ジ
で
は
、

J

－

p
o
p
の
懐
か

し
の
メ
ド
レ
ー
や

最
近
の
ア
ニ
メ
主

題
歌
な
ど
で
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

菊
川
中
学
・
高
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

６
月
15
日
、

本
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
体
育
祭
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
体
育
的
行

事
も
リ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
行
事
も

大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
が
、

今
回
の
目
玉
は

初
め
て
開
催
さ

れ
た
「
騎
馬
戦
」

で
す
。
フ
ィ
ジ

カ
ル
に
頼
る
こ

と
な
く
、
頭
脳

と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
勝
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
体
育
祭
は
残
念
な
が
ら
雨
の
た
め
に
中

断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
声
援
も
大
き
く
、

ク
ラ
ス
の
団
結
を
新
た
に
し
た
１
日
で
し
た
。

菊
川
中
学
・
高
校

体
育
祭

8
月
2
日
に
院
内
に
て
入
院
患
者

様
向
け
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し

た
。今

年
は
、
魚
釣
り
、
く
じ
引
き
、

射
的
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
対
策
を
行
い

な
が
ら
病
院
全
体
で
夏
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
制
限
は
あ

り
ま
す
が
、
患
者
様
の
笑
顔
も
増
え
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
雰
囲
気
を
徐
々
に
取

り
戻
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

1
日
と
な
り
ま
し
た
。
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を

送
り
、
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。
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令和４年度決算について

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計

人件費

教育研究経費

管理経費

徴収不能額等

教育活動支出計

 教育活動収支差額

受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

 教育活動外収支差額

 経常収支差額

科目 金額 科目 金額

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

特別収支差額

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額 

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

171,118,737

72,879,667

243,998,404

24,675,199

0

24,675,199

219,323,205

2,662,025,287

△ 1,170,147,741

1,491,877,546

△ 8,561,405,607

904,091,274

△ 6,165,436,787

11,050,754,980

210,045,834

102,731,145

3,109,186,263

1,228,666,912

463,347,507

16,164,732,641

8,465,770,300

4,451,664,660

1,062,010,313

278,932

13,979,724,205

2,185,008,436

276,680,771

0

276,680,771

18,987,125

0

18,987,125

257,693,646

2,442,702,082

（単位：円）事業活動収支計算書
令和４年４月１日から

令和５年３月31日まで

教

　育

　活

　動

　収

　支

教
育
活
動
外
収
支

特

　
　
　別

　
　
　収

　
　
　支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 金額 科目 金額

資産の部 負債の部

固定資産

　有形固定資産

　　土地

　　建物

　　構築物

　　機器備品

　　図書

　　車両

　特定資産

　その他の固定資産

流動資産

　現金預金

　その他の流動資産

 資産の部合計

固定負債

　長期借入金

　退職給与引当金

　長期未払金

流動負債

　短期借入金

　前受金

　その他の流動負債

負債の部合計

純資産の部

　基本金

　繰越収支差額

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

4,855,694,170

2,780,390,000

2,069,449,774

5,854,396

3,243,215,028

251,910,000

2,070,753,400

920,551,628

8,098,909,198

71,247,039,990

△ 6,165,436,787

65,081,603,203

73,180,512,401

68,012,855,862

47,924,062,608

16,561,504,584

25,229,842,437

1,692,513,149

1,677,635,419

2,753,513,799

9,053,220

17,557,500,019

2,531,293,235

5,167,656,539

4,228,075,274

939,581,265

73,180,512,401

貸借対照表  令和５年３月31日 （単位：円）

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

（当年度収入合計）

前年度繰越支払資金

収入の部合計

科目 金額 科目 金額

収入の部 支出の部

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出調整勘定

（当年度支出合計）

翌年度繰越支払資金

支出の部合計

8,405,267,799

2,566,720,077

873,858,631

18,987,125

251,910,000

544,085,572

249,976,458

4,945,371,585

768,685,135

△ 511,773,793

18,113,088,589

4,228,075,274

22,341,163,863

11,050,754,980

210,045,834

143,527,709

3,115,607,263

417,739,616

1,228,666,912

276,680,771

463,228,659

2,070,553,400

2,162,940,006

△ 2,749,615,674

18,390,129,476

3,951,034,387

22,341,163,863

（単位：円）資金収支計算書
令和４年４月１日から

令和５年３月31日まで

と
こ
は
幼

　
5
歳
児
の
子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
夜

ま
で
よ
う
ち
え
ん
」。
こ
の
日
は
朝
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
ド

キ
ド
キ
♪
い
つ
も
は
入
ら
な
い
、
別
の
ク
ラ
ス
や
、

遊
戯
室
も
使
っ
て
宝
探
し
を
し
た
り
、
お
庭
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り…

夕
方
ま
で
目
い
っ
ぱ
い
遊
び

ま
し
た
！
宝
探
し
は
グ
ル
ー
プ
の
友
達
と
地
図
を
見

な
が
ら
出
発
！
迷
路
島
や
く
も
の
巣
島
、
お
ば
け
島

を
回
り
な
が
ら
宝
を
探
し
ま
し
た
！
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
は
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
て
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
挟
み
、

マ
シ
ュ
マ
ロ
サ
ン
ド
の
お
や
つ
を
作
り
ま
し
た
。
夕

方
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
焼
い
た

り
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
た
り
し
て
お
腹
い
っ
ぱ

い
！
「
自
分
で
焼
い
た
の
、
初
め
て
！
」
と
、
嬉
し

そ
う
な
子
ど
も
た
ち
。「
夜
ま
で
よ
う
ち
え
ん
」
は
、

企
画
か
ら
準
備
、
買
出
し
ま
で
子
ど
も
た
ち
が
力
を

合
わ
せ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
日
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ま
で
の
過
程
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
も
楽
し
く
、

思
い
出
に
残
る
時
間
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
！
一
回

り
大
き
く
成
長
し
た
5
歳
児
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
！

　
７
月
７
日
に「
七
夕
夏
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
内
に
は
子
ど
も
た
ち
の
願
い
ご
と
が
書
か
れ
た
短
冊

が
笹
に
飾
ら
れ
、
七
夕
の
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
お
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
親
子
参
加
で
行
わ
れ
る
夏
ま
つ

り
は
久
し
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
日
は
大
盛

り
上
が
り
。
浴
衣
や
甚
平
に
身
を
包
み
、
み
ん
な
で
盆

踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。こ
の
日
ま
で
毎
日
の
よ
う
に
踊
っ

て
い
た
の
で
、
振
り
付
け
も
完
璧
！
お
う
ち
の
人
と
一

緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
缶
倒

し
や
輪
投
げ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
、
様
々
な
お
楽
し

み
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
成
功
を
目
指
し
て
何
度

も
挑
戦
を
し
た
り
、
お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
景
品

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
子
ど
も
た
ち
も
夢
中
に

な
っ
て
楽
し
み
、
素
敵
な
夏
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
幼

5歳児
「夜までようちえん、

楽しかったね！」

七夕
夏まつり

常 葉 だ よ り ( 10)2023（令和5）年9月30日  第246号( 11)

ブログ
『たちばな幼稚園 

園生活の様子』 幼保連携型認定こども園　常葉大学附属とこは幼稚園幼保連携型認定こども園　常葉大学附属たちばな幼稚園
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令和４年度決算について

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

学生生徒等納付金

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

教育活動収入計

人件費

教育研究経費

管理経費

徴収不能額等

教育活動支出計

 教育活動収支差額

受取利息・配当金

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計

借入金等利息

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計

 教育活動外収支差額

 経常収支差額

科目 金額 科目 金額

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計

資産処分差額

その他の特別支出

特別支出計

特別収支差額

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額 

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

171,118,737

72,879,667

243,998,404

24,675,199

0

24,675,199

219,323,205

2,662,025,287

△ 1,170,147,741

1,491,877,546

△ 8,561,405,607

904,091,274

△ 6,165,436,787

11,050,754,980

210,045,834

102,731,145

3,109,186,263

1,228,666,912

463,347,507

16,164,732,641

8,465,770,300

4,451,664,660

1,062,010,313

278,932

13,979,724,205

2,185,008,436

276,680,771

0

276,680,771

18,987,125

0

18,987,125

257,693,646

2,442,702,082

（単位：円）事業活動収支計算書
令和４年４月１日から

令和５年３月31日まで

教

　育

　活

　動

　収

　支

教
育
活
動
外
収
支

特

　
　
　別

　
　
　収

　
　
　支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 金額 科目 金額

資産の部 負債の部

固定資産

　有形固定資産

　　土地

　　建物

　　構築物

　　機器備品

　　図書

　　車両

　特定資産

　その他の固定資産

流動資産

　現金預金

　その他の流動資産

 資産の部合計

固定負債

　長期借入金

　退職給与引当金

　長期未払金

流動負債

　短期借入金

　前受金

　その他の流動負債

負債の部合計

純資産の部

　基本金

　繰越収支差額

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

4,855,694,170

2,780,390,000

2,069,449,774

5,854,396

3,243,215,028

251,910,000

2,070,753,400

920,551,628

8,098,909,198

71,247,039,990

△ 6,165,436,787

65,081,603,203

73,180,512,401

68,012,855,862

47,924,062,608

16,561,504,584

25,229,842,437

1,692,513,149

1,677,635,419

2,753,513,799

9,053,220

17,557,500,019

2,531,293,235

5,167,656,539

4,228,075,274

939,581,265

73,180,512,401

貸借対照表  令和５年３月31日 （単位：円）

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

（当年度収入合計）

前年度繰越支払資金

収入の部合計

科目 金額 科目 金額

収入の部 支出の部

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出調整勘定

（当年度支出合計）

翌年度繰越支払資金

支出の部合計

8,405,267,799

2,566,720,077

873,858,631

18,987,125

251,910,000

544,085,572

249,976,458

4,945,371,585

768,685,135

△ 511,773,793

18,113,088,589

4,228,075,274

22,341,163,863

11,050,754,980

210,045,834

143,527,709

3,115,607,263

417,739,616

1,228,666,912

276,680,771

463,228,659

2,070,553,400

2,162,940,006

△ 2,749,615,674

18,390,129,476

3,951,034,387

22,341,163,863

（単位：円）資金収支計算書
令和４年４月１日から

令和５年３月31日まで

と
こ
は
幼

　
5
歳
児
の
子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
夜

ま
で
よ
う
ち
え
ん
」。
こ
の
日
は
朝
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
ド

キ
ド
キ
♪
い
つ
も
は
入
ら
な
い
、
別
の
ク
ラ
ス
や
、

遊
戯
室
も
使
っ
て
宝
探
し
を
し
た
り
、
お
庭
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り…

夕
方
ま
で
目
い
っ
ぱ
い
遊
び

ま
し
た
！
宝
探
し
は
グ
ル
ー
プ
の
友
達
と
地
図
を
見

な
が
ら
出
発
！
迷
路
島
や
く
も
の
巣
島
、
お
ば
け
島

を
回
り
な
が
ら
宝
を
探
し
ま
し
た
！
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
は
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
て
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
挟
み
、

マ
シ
ュ
マ
ロ
サ
ン
ド
の
お
や
つ
を
作
り
ま
し
た
。
夕

方
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
焼
い
た

り
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
た
り
し
て
お
腹
い
っ
ぱ

い
！
「
自
分
で
焼
い
た
の
、
初
め
て
！
」
と
、
嬉
し

そ
う
な
子
ど
も
た
ち
。「
夜
ま
で
よ
う
ち
え
ん
」
は
、

企
画
か
ら
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備
、
買
出
し
ま
で
子
ど
も
た
ち
が
力
を

合
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せ
て
進
め
て
き
ま
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た
。
当
日
だ
け
で
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く
、

そ
れ
ま
で
の
過
程
で
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て
き
た
こ
と
も
楽
し
く
、

思
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に
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る
時
間
だ
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た
こ
と
で
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ょ
う
！
一
回
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大
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く
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長
し
た
5
歳
児
の
こ
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の
活
躍
が
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み
で
す
！

　
７
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７
日
に「
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つ
り
」が
開
催
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ま
し
た
。

園
内
に
は
子
ど
も
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い
ご
と
が
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た
短
冊

が
笹
に
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ら
れ
、
七
夕
の
楽
し
い
雰
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気
の
中
、
お
祭

り
が
行
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ま
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た
。
親
子
参
加
で
行
わ
れ
る
夏
ま
つ

り
は
久
し
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
日
は
大
盛

り
上
が
り
。
浴
衣
や
甚
平
に
身
を
包
み
、
み
ん
な
で
盆

踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。こ
の
日
ま
で
毎
日
の
よ
う
に
踊
っ

て
い
た
の
で
、
振
り
付
け
も
完
璧
！
お
う
ち
の
人
と
一

緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
缶
倒

し
や
輪
投
げ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
、
様
々
な
お
楽
し

み
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
成
功
を
目
指
し
て
何
度

も
挑
戦
を
し
た
り
、
お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
景
品

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
子
ど
も
た
ち
も
夢
中
に

な
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て
楽
し
み
、
素
敵
な
夏
の
思
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出
と
な
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ま
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た
。
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「
人
と
社
会
を
動
か
す
仕
組
み
を
つ
く
り
、
地
域
で
躍
動
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
」

経
営
学
部
は
、
こ
れ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
社
会
課
題
で
あ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
方
創
生
の
た
め

に
は
、
経
営
学
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
、
得
意
の
専
門
分
野
を
持
ち
、

果
敢
に
課
題
解
決
を
行
っ
て
い
く
人
材
が
必
要
で
す
。

本
学
部
に
着
任
し
て
6
年
。
産
官
学
連
携
活
動
や
地
元
自
治
体
の
審

議
会
等
へ
の
参
加
の
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
地
元
企
業
、
経
済
団

体
の
方
々
か
ら
聞
か
れ
る
最
大
の
課
題
は
「
人
材
確
保
」
で
す
。
若
い

人
材
を
雇
用
し
、
若
い
力
で
次
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
・
発
展
に
つ
な
げ

た
い
、
と
い
う
強
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

教
育
内
容
が
充
実
す
れ
ば
、
活
躍
の
範
囲
は
地
元
の
民
間
企
業
に
留

ま
り
ま
せ
ん
。
毎
年
、
本
学
部
の
卒
業
生
は
静
岡
地
域
を
中
心
に
多
様

な
業
種
・
業
態
の
優
良
企
業
か
ら
地
方
公
務
員
、
国
家
公
務
員
に
至
る

ま
で
、
幅
広
い
分
野
に
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
部
で
は
4
つ
の
専
門
分
野
「
経
営
」
「
会
計
」

「
情
報
」
「
経
済
」
を
学
び
の
柱
と
し
、
理
論
と
実
践
の
両
輪
に
よ
っ

て
、
人
・
組
織
・
社
会
を
動
か
す
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

足
元
で
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
、
円
安
や
物
価
高
騰
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
は
未
だ

不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
官
民
問
わ

ず
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
革
新
で
新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
学
部
で
あ
っ
て

も
、
学
生
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
い
こ
な
し
、
情
報
・

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
客
観
的
な
意
思
決
定
を
行
い
、
新
た

な
仕
事
を
創
り
出
す
、
そ
ん
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
も
応
え
て
い
き
ま
す
。

本
学
部
に
は
静
岡
・
浜
松
2
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
各
地
域
と
連
携
し
、
学
生
と
教
員
が
地

域
か
ら
学
び
、
地
域
に
還
元
し
な
が
ら
実
践
力
を
養
成
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浜
松
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
毎
年
「
し
ず
お
か
高
校
生
探
究
学
習
発
表
大
会
」

を
開
催
し
、
静
岡
県
内
の
高
校
生
に
学
習
成
果
の
発
表
と

交
流
の
場
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
教
員
一
人
ひ
と
り
の
研
究
力
、
学
生
一
人
ひ

と
り
に
対
す
る
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
の

要
請
に
応
え
る
本
学
部
の
役
割
と
信
じ
て
、
教
員
一
同
、

日
々
研
鑽
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
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★浜松キャンパス
ぬくもり工房と連携した遠州綿紬の普及活動：浜松副市長への報告
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